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1．はじめに

　ヨ シ は、被子植物単子葉類イ ネ科の 多年草で あり、繁殖

は種子または地下茎で行われる。
ヨ シ原では地下茎で 繁殖

するの が一
般的で、地上部の 穂物体が生育する期間に光合

成に より作られた有機物が地下部へ 運ばれ、地下茎や根を

増大させ る。そ して、翌春には この 貯蔵された養分を萌芽

に利用す るとい うサイ クル が ヨ シ原 を形成 してきた。古来、

わが国の 沿岸域にも広 大な ヨ シ 原 が存在して い たが、干 拓

や埋め立て により農地、宅地、工業地帯へ と変え られ、そ

の 面穣が次第に減少して きた。

　近年、ヨ シ原 の持っ 岸辺 の 浸食抑制や洪水調節などの 河

川管理面に おける機能、魚介類や昆虫類、鳥類の 繁殖、成

育な ど生物の生息空間としての 機能、 水中の 有機物分解や

栄養塩類吸収 、 根圏微生物に よる脱窒など水質浄化機能、

更に は水辺空間の憬観構成要素として の機能等が見直され、

将来に残すべ き自然として力滑がえの ない 環魔であるこ と

が認識さ駄 ヨ シ原の 保護や保全とい っ た動きが見られ る

よ うになっ た 02
。

　広範囲に ヨシ原が 占める植生地で は、その 保護や保全が

行わ 楓 刈 り取 りや野焼きなど管理が行き届い てい るケ
ー

ス も見 られるが、4繖 こ点在する ヨ シ原の 場合にはあ ま

り注 目を集めず、放置されて い るケース が多く見 られる。

そ して、植生地面積やその 現存量が把握されるこ ともなく、

ヨシ原の 雕 を評価する うえで、基礎的な情報量力沙 ない

の が現状である。

　そ こで．本研究で は、ヨ シ植生地における現場調査お よ

び室内植栽実験か ら得 られたデ
ータを用い て、比較的容易

に成長段階におけ る地 上部現存量が評極で きる手法の 検討

を行っ た。

2 ．研究方法

2 − 1　実測データの 収集

（1）調査対象お よび調査期間

　ヨ シ植生地にお ける地上部の 茎高さ、茎太さ及びその 現

存量の 翻定を春季か ら秋季に力滑 て成長段階ごとの 調査を

行っ た。 現場調醐 よ Ttible　t に 示すよ うに東北地方

太平洋側の 擂島県か ら宮城県にか けて の ヨ シ植生地を数箇

所選定 した。また、屋外におけるヨ シ水槽や室 内にお ける

ポッ ト容器およびカラム 装置に植栽した ヨシ につ い て も、

茎高さ、茎太 さ及びそ の 現存量 の測定を行っ た 。 Ttible　2

に室 内お よび野外植栽実験装置の 概要を示す。これ らヨ シ

植生地および植栽実験装置におけ る認査を Table　3 に示す

期閥にi髄 した。室内実験の ヨシ は 垣盪条件下で生 育させ

たもの で あるが、現場か ら採取 した ヨ シ は春季か ら秋季に

力滑 て の もの で あり成長著しい 時期もあれば枯死期が近い

もの もあっ た。

＊ 福島工業高等専門学校 建設環境工学科　　 （い わき市平上荒Jl序 長尾 30）
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Tdble　2　E刃perimε曜比al　 apparatus 　 vegitatod 艢

  of 　e騨 im  t Vesse1 Imer 　dia鵬 ter 鰰 soil A脚 us  

Lsyst  La  e　 c   tainer 伽 伽 S  oτ s1団ge L1，1島【3

囲 syst   R ）t 20．5cm 15  L日ke　sed 血 mt Pl，P2，P3，　H》

Psyst   R）t 20．籏m 15  Lake　sed 血  t P氏BK 田 ），PE

Csyst   Cdum 1α馳 ロ 勵 L日kes9面  t Cl，（潔，（3，（潅

αヨsyst   α）1田 m 5 駈m 動 』 ke　 sed 血■巳nt α31，（s2

Tsys   Test加娩 1．跏 1  回 【es   加   t Tl − 130

Table　3　T  　fcr　irrvestigatien．

Site／E竃pe血   t Timg　fαr 　investigati 

翫 inkitak  iga冊   2／04／物 2003／Ol／17

Kita  2002／04／26〜2003／Ol〆17

幽tsu    甥 04／26〜20α3／01／17

0己詠ac   el20 α2／（彫 05

晦   ／Ol／17

勘 ts巳iga周a 2002／07／20、20瓰／12／14

蹴 【  a 2002／12／15

Lsyst   2002／05／30〜11戸09

贇
）
s麟   2002／03〆25〜06似

Psys岫 1 2002／02／09〜11／12

Csyst   20α2／04／21〜06／24

α3syst   20α2／解 ／12

Tsyst 鈿 20α2／02／14〔・08／21

（2）茎高さお よび茎太 さの測定

　ヨ シ植生地や実験装置における地上部の 成長に関 して定

点翻 則を行っ た。 定点観測で は、調査開始時に平均的な成

長を見せて い るヨシ 10本にラベ ル を付け、それらの 茎高さ

お よび茎太さをそれぞれ巻尺やノ ギス を用い て 定期的に測

定した。

　また、植生地に おい て 平均的な成長が 見 られ るヨ シ 10

本を、土壌表面か らの 高さ5  の 位置で刈取り、その 高さ

お よび茎太さの測定を行っ た。茎高さは先端ま での 長 さを

巻尺で測定したもの に長さ5  を加えたもの と し、茎太さ

は ノギス を用 い て測 定した刈取 り断面 の 直径 と した 。 こ れ

らの 測定値の平均値をそれ ぞれ平均茎高さおよび平均茎太

さと した。

（3）鬮 と乾螺直 週bの 淇淀

　現 場調査では、現 地におい て刈 り取 っ た ヨ シ の 湿潤 重量

を測定した後、実験室に持ち帰り110℃、48時間の 乾燥を

行っ た後に秤量を行い、乾燥重量を求めた。

一
方、実験装

置植栽の ヨ シ につ い ては、すべ て 実験室 に持ち帰り、瀏閏

重量と 110℃、48時間 乾燥重量の 測定を行 っ た。含水率 は

この 湿潤重量 と乾 燥重量を用い て 算出 した。

（4）茎密度と葉現存比の測定

　茎密度は、ヨ シ植生地におい て lmXlm の コ ドラートを

とり、その 中の ヨ シ 茎本数を数えるこ とによ り求め起 ま

た、葉重量と地 上部重量の 比を求めるた めに、刈 り取 っ た

ヨ シ 地 上部 を葉 と茎 に分 けて 110℃、48時 間の 乾燥を行 っ

た後、その 乾燥重量を測定した。

　茎密度お よび葉現存比 の 測定は 、
ヨ シの 葉の脱落 が起 こ

る 10月か ら11月の 時期を対象として 行っ た。

2 − 2　重回帰分棉 ：よる地上郁乾繰層匱 の推定

　ヨ シ植生地お よび実験装置か ら採取した ヨ シの 平均茎高

さと平均茎太さを用い て、種子か ら発芽生育させ た 1年目

の ヨ シ、数年間実験に用い たヨ シ、野外植生地の ヨ シ を対

象にそれ らの 各成長段 階で、地上部乾燥重 歯の推定が可能

で あるか どうか 検討 した。

　地 上部乾噪重飜 植物体の 章錘醐犬態にお畳ナる体積に依

存 し、茎高さ、茎太さ、葉数等に よっ て決定される もの と

考え られる。こ こで は、実測する要素を少なくする こ とと

葉数が成長に応じて 多くなり、それ が茎高さに依存するも
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の と考えて、茎高さと茎 太さの 2 変数か ら地上部乾燥重 量

を推定する以下の 式を仮定した。

G＝e｝edf ．，．．．．．．．．．．．，．，＿．，．．．．．（2−1）

　　 こ こで 、 G；地上部乾燥重量 （g／shQot ）、　H；平均 茎高

さ（  ）、d；平均茎太さ（  ）で ある。

　この 式の 両辺の 対数をとると、

lo9（G）＝109（a）＋b・1◎9 ¢0＋c・ln9（d）　　．．凾．．（2「2）

とな り、1  （G）＝ Y、1  （a）＝ A、1  αD＝ X1、　log（d）＝

ち

とお くと、

Y＝A＋ bX
，
＋ cX2 ．．．．．．．『．．，『E『．．．（2−3）

と表すこ とができ、圃回帰分析
vによ り a、b、　c の 推定が

可能である と考えた。

3．結果および考察

3 − 1　調査対象とした ヨシの成長の状況

（1）ヨシ植生地における成長

Fig．1 は、松川浦お よひ噺1L即 【の定 点観測｝こおけ る茎

高 さの変化 を示 す。両 地 点 とも に観 測を 開始 した 4 月下 旬

に は すで に 茎高さ 50  程度に成長して い た。その 後、新 北

上川では 7月下旬まで 、 松川浦では 9月上旬まで茎高さの

顕著な伸びが観測され た。両地点ともに 9月の 調査で はす

で に出穂が見られた。

　茎太さは、北上川で はその顕著な減少が見 られ たが、松

川浦では秋季に茎太 さがあま り減少 しなか っ た 。 尚、

一般

には、萌芽か ら 1ヶ月程度は茎太さが増加するが、その 後

の 成長時期に はあま り変化 しない こ とが報告され て い る
の。

一
方、ヨ シ IWWY 申び るにつ れて茎元 か ら次第に

木質化 して い くこ とが観察され た。Fig．2 は、地 上部の 含

水 率の 変化を示す 。 地 上部の成長が緩やカ｝になるにつ れ て

含水率が低下す る傾 向を示 して い た 。 新北上川 の ヨ シ は松

川浦の それに比べ て 、同時期の・含水率が 10％程度低く、地

上部の 枯死 が早 めに生 じてい た と考えられ る。ヨ シ の 成長

には、湛水深や栄養塩類濃度、塩分蘋渡等の 要因の ほ か に、

積算温度や 日射量など緯度に関する要因が反映 され ること

が報告され てお り
e、これら要因による成長の 違い が現れ

た もの と考え られ る。

北上川や 松川浦以外の ヨ シ植生地 にお ける調査か らも明ら

かで あっ た が、野外の ヨ シ は相似形で はな く、茎太さの 大

きなヨ シ が、必 ずし もその 高さも大きい とは限らない こ と

が示 され た。

  植鯲 置における成長

野外実験装置 L 系は沼底質を植栽±壌 として用い た 200D

年 7月 に植栽後2年経過した ヨシで あ り、その 茎高さの 変

化を Fig　3に 示 す。 今回 瀾定 を開始 した 5月下旬には平均

箋高さ80  を超えてい たが 、 その 後の 伸びは少 なかっ た。

温度鰭光の 条件が良好になる時期を迎えたにもかかわ らず

成長が停滞したの は根圏の栄繍 力沙 なカ、っ たため

で は ない か と考え られ る。根圏が発達 して土壌中の ORPが

上昇する と嫌気的領域が少なくなるた め に リン酸態リンや

ア ン モ ニ ア態窒素の 溶出が起こ りにくくなる と考え られ る。

これまで、カラム 植栽実験 でも根圏の成長に幽 、土壌中の

栄養塩類濃度がかな り低く抑えられてい る ことが示されて

い る
e。萌芽後か ら初期成長に か けて 栄麹 勣俐 用され

尽 く したためにその 後の 成長が停滞 した もの と考えられ る。

　Fig．4 に、室内カラム 実験装置における茎高さの 変化を

示す』 Cl系お よび C2系ともに植栽土壌 として沼底質を用

い て 200D年 7月に植栽を行っ たもの である。両者の 条件の

違い は、1 年 目の 栄養塩類 の 添加 が連続 的であ るか断続 的

で あるかの 違い で あ り、前者は漣続的な栄養塩類の 添 加が

行われた系で ある。 平均茎 高さで も懃 ・が生じてい たが、

平均茎太 さにおい て も Cl 系では 2。孤 C3 系では Z （hm

であっ た。各実験装置の平均茎高さと平均茎太さの それぞ

れの 最 大値 を Table　4 に示 す』 年数 を経て い るヨ シ は茎が

太 くな る傾向を示 したが、茎 の M ・ヨ シ が必ず しもその高

さが大きい とは限 らなかっ た。 茎密度や士壌深さなどの 関

係で、土壌か らよ り多くの 栄養分が吸 収で きる状態 にある

ヨ シは、茎 高さお よび茎太さが大 きくな る傾向が あるの で

はない か と考えられる。
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3 − 2　重回帰分析

　ヨ シ 地上部1本あた りの 乾燥重量を 目的変数、茎 高さお

よび茎太さを説明変数と して璽回帰分析 を行っ た。
こ れ ら

変数の データには、植生地 や植栽実験装置か らの 10本程度

ヨシ を採取する こ とに より、その 平均値を用い た。Table　5

は、重回帰分析に用い たデータの
一
覧を示す 。 これ らの デ

ータを用 い て重 回帰分析 を行 っ た結果、重回帰式 として

Y ＝　
− 1．41十 L23Xi十 1．35×2　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（2卜4）

が得 られ た。

　 こ こで、偏回 帰係数 b、 c の 有意性を検討するために t

値を求め る と、 それぞれ 9．73、 la　59であ り、1％水準の自

由度 36 の t 値 （両側検定）2．　72と比 べ 、ともに有意で あ

るこ とが示 され た。また、説明変数全体としての 有意性を

検討するため にF検定に よりF値を求めると1876．2で あり、

F（2，　36）の 1％冰準値 5．26と比 べ て有意であ るこ とを示 し

てい る。

　従っ て 、地上部乾噪重量は、

G ；O．　（39 県 aSdLss ．，．．，．＿．＿、（2−5）

で推定できる こ とが示された。

　この 推定式を用い て、平均茎高さと平均茎太さの 実測値

か ら地上部乾燥重趣の計算値を求め、その 実測値を比較す

丁自b1θ 4 匯 鋤 of   n　hei帥t   d   thic  ess　of 隅 d　stalk

in　 ead 馳司即 tus

騨 tus

幽xi   of 鵬 an

stalk 　hei頭t

　　　（αの

幽 xi   of　mg 副 1

醜 alk 　thickness

　　　（（ゆ

Depth　in
　soi1

　 （（幻

L 96，3 α 319 60

C重 133．0 （L228 50

即 55，4 0」250 15

m 7aO 0L　134 15

T 3乳8 α （隗 13

る と、Fig．5の よ うに なる。 重回帰分析に用い たデ
ー

タは、

異なる ヨ シ植生地や室内実験装置か ら採取 したもの で あ り、

春季か ら冬季にわた る時期の 異なるデ
ー

タで ある。夏季の

終 りか ら秋羽 こかけて は出穂も含ん で お り、秋季か ら冬季

にかけて生 じる枯死葉の脱落も
一
部含んだもの で ある。

　す なわ ち、 枯死 葉の脱落が起こ る と地上部現存量は 減少

するが、平均茎高さや平均茎太さには反 映されない ために、

計 算された地 上部 乾燥量 量は 実測値 よ りも過大評価 となる。

しか しなが ら、夏 季か ら秋 季 にカW て の 時期は出穂 および

種子形成に ともなう重量の 増加が起こ るなどの 理由か ら、

葉がほ とん ど脱落した枯れヨ涸 こまで遘用される推定式 が

導かれたもの と推察される。

50

蓋　 　 40

督曾

羅：：
き
　 　 　 10

0o10

　　　　20　　　　30　　　　40　　　　 50

　　 　 0bserved　weight （9／sheot ）

n 昌。5Correlatien 　betweenobser 「厂e “▼a 置ue

　 　 　 　 andca 置culatedva 臨ue 。

3 − 3 墓密度

　茎密度は、春季か ら急激に増加 して 6 月頃ピークに達 し、

7 月以降は減少傾向をたどるこ とが報告されてい る。 仙台

市蒲生干潟 Oでは最大で 110本んPを超えてお り、 さい たま

市荒川河川敷公園内湿地で は 1（rz本∠  などの 測定例
eがあ

る。Ttible　6 に、秋 季に測定 した茎密度 を示す。測定した

茎 本数はその 時点まで に成長 した茎すべ て を数 えて お り、

成長途中で枯死 した茎 も含んで い る。 この なかで 、 松川浦

と新化 UIIは、ともに春に刈 り取 りが行 われた植 生地 であ

り、数えられた茎はすべ て新しい 年に萌芽したもの である。

夏井川や北浦は 蒲生干潟や荒川河川敷の 茎密度 と同程度で

あっ たが、 これ らに比べ て松川浦やYH出 IIはか なり茎密

度が高い 植生 地であ るこ とが示 された。
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　　　　　　 Table　5　List　of 　data　fcr　multiple 　regrgssion 　analysis

「

肱 te Site∠畑 tus  
凹b跚 s幅 lk
hei曲 t（c の

  就 alk

thidmess （cゆ

　　　助

鴨 i帥t（巳／曲 t）

2αD1／1（yl6 P1 妬 7α0 0L　212 α 94

2001／11／27 毘 51 80．0 α 193 0L　94

  ／Ol／17 P3 防 79．0 α 193 0」77

2002／05／27 凱 67 41．6 α 117 α 17

2002／（啣 26   39 1G5．5 α 231 1．44

20α2／06／26 PE 41 35．2 0，061 0，07

嬲 （π／05 晦 tsdka  10 正29．5 0．麗5 1α 94

  （π／05Shi 曲ita  ga冊 10 173．5 α 652 1285

  ／◎7／05 Kit  m 9 161．7 α 857 18．35

2002！◎7／05Odbka   el 10 138L　5 0」552 7．76

2002バ）7／艙 田 叫 48L　3 0」108 α 21
　　　　、
2002／（π／08 κ 74 7α 5 α 118 α 41

  〔π／08 m 76 鳳 0 0，136 α 54

嬲 （π／12 cs1 13 53LO 0，1〔氾 0，30

20αツ（π／12 魄 15 驗 3 0，110 α 35

跚 （π／12 c2 10 6臥 2 0．257 α 53

  （π／18 即 43 朔L8 0L　1併 α 53

  ／07／20 蜘 11 146．7 0」〔鵬 15．08

20α2／（π／  L1 10 77．1 0」295 1．68

2002ノ（B／〔尼 勘 tsuk    10 180．0 α 897 正鼠 04

  ／08／02 舳inkit梱 ga曽a 10 221，5 α634 16．〔B

  08／03 Kit  11 烈〕7．5 α847 劉L94

  ／09／13 血tsu    10 以｝1．0 α836 1孰34

  09／13Shi 冰itak韻 ga 冊 10 259．0 α〔  ．2α 10

2002／09／13 Kita  11 235．0 0，884 3219

2002／1Q／ll   tSU嫩 a 10 2〜生5 α945 26，48

  10／11Shi 曲 itaka血 ga 脚a 10 214．0 α 628 19．76

  ／10／11 Ki鰤 10 237，0 α 9四 37．72

  11／09 Ll 29 gao 0．34G 2」26

20α2／11／22 幽 t蜘 10 2240 α 845 18，73

20α2／11／盥 S卜ir止itak  iga胃a 10 211．0 0，605 1生 51

20α2〆11／22 Kita  10 289．0 0，771 2＆35

2002／12／19 即 11 39．7 O，175 α41

20α2／12／19 C4 10 102．5 0」232 1．55

2002／12／19 C2 10 76L　5 α 181 0」95

2003／01／17 也 t別 ka  10 25生0 α933 25」42

2003／01／17 翫ihkit廚 血 ga冊 10 27α0 α820 2a 　73

2003／01／17 Kita  10 275．0 α838 27．63

2003／ゆ1／17 齲 10 28ao 0，755 2ε」37

Table　6　Stalk 幡 ity◎£ the 紬 in　t1圏 fiθ1（L （飆 ／  ）

Site 1st 加d 鋤  

幽 t舘 ig跚 110121ll7116

  t軸 180178160173

蹴 d膩tak匐   9  182172189181

Kita  122112loo111
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3 − 4 　地」：繍 量

　ヨ シ 1本あた りの 地 上部乾燥重量と茎密度か ら、 地上部

現存量 を算出することができる。 地上部乾燥重量は、平均

茎高さと平均茎太さから推定することがで きるの で、嬲

調査におい てr 定面擯の コ ドラート内の 茎高さ、茎太さ、

茎本数を測定するこ とによ り地上部現存量を求める こ とが

で きる。調査を実施 した地点の 地上部現存量を求め た結果

をTable　7 に示す。蒲生干潟における実測値
o
の平均茎高

さ280  と茎密度 110本敏 これに平均茎太さO．　63cm（デ

ー
タが不 明なの で新北上川と同 じと仮定》を用い て、地上

部 現存量 が 2．35  ／  と推定された。この 推 定値 は、実測

値である夏季の 最大値で 2，3  ／  とほ とん ど同 じであ り、

こ の ような方法で地上部現存量を推定するこ とがある程度

可能で ある こ とが示 され た。

3 − 5　蒹親存比

　Table　8 は、秋季か ら冬季に力滑 ての ヨシ の 葉．茎お よ

び穂の乾燥重量を示 す。
こ こで、葉は節か ら分岐した葉鞘

の 先端に付くの で、脱落せずに成艮過程で 生 じた葉の 全数

として節の 数を用い 尨 枯死葉の鋭落は、含水率の 低下と

ともに葉の養分が地下部に輸送されて その 乾噪重量が最も

小 さくな っ た ときに起 こ りやす臨 表中の 全ma 量｝2k 脱

落せ ずに残っ た葉と同形状お よび 同寸法の 葉の 脱落があ っ

た と仮定して、残っ た葉の枚数および 乾燥重量と節数か ら

推定 したもの である 。 また、 葉現存比 は 、 全葉重量と地上

部乾燥重量との 比 を用い て表した 。

　Fig 　6 は 含水率 と葉現存比との 閲系を示す。含水率が 高

い ときの 葉現存比 は O．5 を超えて い るケース もあっ た 。 茎

に付着して い る葉を切り取っ てその乾燥重量を測定したた

めに地下部に輸送される養分がまだ残存 してい る状態での

測定で あっ た と考えられる。これに対 して、含水率が 60％

を下回 る頃 か ら葉現 存比の 低下が顕著 1こ現れ てい たが、こ

の 頃か ら地下部 （ の 養分の 輸送が急激に起こ り始めた もの

と考えられ彪 そして、葉現存比はおおむね
一
定の 殖に紋

東する傾向を示 してお り、脱落が生 じる時期の 葉現存比 は

O．　27程度 である こ とが示 された。ヨ シ の 茎 部は数年澗倒伏

せずに存在するもの が あるの に対 して、葉部は秋季か ら脱

落が起こ り、 ほ とん どが翌春まで には植生地の リター層の

一・：
部となる。その 量は、この 時期の 地上部現存量の 27％に

相当する量で あると推察するこ とがで きた。

丁帥1e　7　Amount　of 　the　grou面 p匪rt 　 existing 　of 　reel 　in　the　fie1己

Site
  stalk

hei8ht（  D
  s 祕 k

thicknε ss （面

　　 助

鴨 i帥t（4 曲 t）

　 　 StaU｛
曲 sity （曲 ゆ ot んめ

  tofgm しmd

　照 rt （  鱒

阨 te　of

際 舳  

慟 tsuiga 珊 a 146」7 0，688 1α 88 116 1，26 2002／（〃／22

幽 t贓 18α 0 0，897 20LO1 173 3，46   ／o騨（瓰

Shinkitak  igawa221 ．5 0，634 16，17 181 ag3 20aツ（B／｛瓰

Kita田 魁 207．3 α 8些7 22．04 U1 2，45 2002／｛B／〔尼

Tdble　8　Weight　ratio 　 of 　leaves　to　the　gro姻 pert　 existin9 ．

Site〆伽 atus
隔 te　of
　　　　．
鵬 asur1  

　　　随

幟 r／shoot ）

　　　膩

蝕 r／shoot ）

Total　Ieaf

栂ei 帥t（D
（ガ勍膊ot ）

　 Total

繭 帥t 

（9／曲oot ）

幽tioofL

々

鳳atErC

  t  t

　偶）

悔 tsui 幽 冊 2002／U ／14 19．1 10．0 1524 43」28 0，3547 ．33

Shi【  a2002 ／11／15 17．8 13．5 13．85 3＆ 83 0365L88

  ts  a   ／11／22 16L7 5．9 6」61 23．00 0295 α 73

訪 inkit梱 即 2DO2／11〆22 1〔L4 0．6 536 19．67 0．273222

Kita皿 a   11／22 烈），9 a3 10．70 37．37 0．2940 ．43

幽 ts  a2003 ／01〆17 1＆ 1 0．5 9．85 35．00 0．2816 ．35

鋤 ir虹 t梱 ga冊 2003／01／17 1＆ 8 0．3 8．98 3a58 0．2815 ．46

Kitau田   ／Ol／17 20．9 0．0 柵 一 一 10，14

  2003／Ol／17 2α0 0．0 一 皀 ■ 11．46

卯 2002／廻／12 10．8 10．8 0．23 α 46 0．5062 ．16

C2 2002／12／19 lag 13，9　　　P 0．51 0．95 0．5婆 65．50

q 20α2／12〆19 14．1 14．1 0．76 1．55 0．49 嗣L10
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　また、秋季 か ら冬 季にか けて脱落する葉の 重量は、こ の

時期の 地上部現存量の 27％に 相当す る 量で あ るこ とが見

積もられ た。

棚

4 ．結論

　近年、見直されてい るヨ シ 原の 価値を評価す る うえで、

面積だけの 把握ではなく、植生地における地上部現存量の

把握は重要であ る。そ こで、ヨ シ植生地や植蕨 験にお け

る ヨシ に関する調 査デ
ー

タの 解析を通 して、比較的容易に

地 上部 現存量が把 握で きる手法 の 検 討を行 っ た。

　その 結果 、 異なるヨ シ植生地 や室内実験装置か ら採取 し

た、春季か ら冬季｝こわた る時期の異な るデータを用い た重

回帰分析に よ り、茎高さと茎太さを用い て、地上部乾燥重

量を推定する式 を得るこ とが で きた。さらに、茎密度の デ

ータを用い ると、単位面 積あた りの 地上部現存量を推定す

る こ とが可能で あるこ とが示された。
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